
 

 

 

 

 

 

 

 ＬａｂｏＴｅｘによる結晶軸回転 3 

  まてりあ第４０巻 第１１号（２００１）Ｐ９５２ 

 

   

 を評価 

 

 

 

 

 

   

    ２０１８年０８月２５日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 
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概要 

 ＬａｂｏＴｅｘでは、Ｅｕｌｅｒ角度指定による ODF TransformationでＴＤ方向の測定ＯＤＦ図を 

 ＮＤ方向のＯＤＦ図に変換し、材料の深さ方向の方位分布解析を行っていた。 

 今回は、特定の結晶方位を指定した方向を軸に回転する事を試してみます。 

 例として、ｇｏｓｓ｛０１１｝＜１００＞を回転し、｛１１１｝＜１－２１＞を作成します。 

 

   

   ＬａｂｏＴｅｘのＲｏｔａｔｉｏｎ画面 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＯＤＦ図モデリングでＧｏｓｓ方位５０％を作成 

  

 ｇａｕｓｓ分布で半価幅を１０ｄｅｇとし、ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎを５０％とする。 

 作成されたＯＤＦ図と極点図 

 

 

このＧｏｓｓＯＤＦ図から｛１１１｝＜２－１－１＞を 軸回転で作成する。 

 

 

 

 



ｇｏｓｓ方位の軸回転(材料系のＴＤ) 

  

 軸回転は最大１０個、今回は gossを 100%[010]軸に-35度回転 

  

   

 Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃで作成 

 



 ｇｏｓｓを[０１０]軸に-35deg回転で｛１１１｝＜１－２１＞が作成される。 

 

ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算 ５０％を得る。 

 

 

 

Ｇｏｓｓを[010］軸-35度回転のＯＤＦ図   VolumeFraction49%から計算した ODF図 



 

 

 

５０％は４９．５９％で、差０．４１％はｇｏｓｓ方位が残っていが、 

回転指定の幅を変えると差がなくなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｇｏｓｓ（上段）と｛１１１｝＜１－２１＞（下段）の逆極点図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



結晶系で計算 

  


